
 

第２部 旅客施設共通ガイドライン 

 

１．移動経路に関するガイドライン 

 

①移動等円滑化された経路 

考え方 

経路については、高齢者、障害者等の移動等円滑化に配慮し、可能な限り単独で、駅前

広場や公共用通路など旅客施設の外部から旅客施設内へアプローチし、車両等にスムーズ

に乗降できるよう、すべての行程において連続性のある移動動線の確保に努めることが必

要である。旅客移動について最も一般的な経路（主動線）を移動等円滑化するとともに、

主動線が利用できない非常時も勘案し、移動等円滑化された経路を複数確保することが望

ましい。 

 

移動等円滑化基準 

（移動等円滑化された経路） 

第４条 公共用通路（旅客施設の営業時間内において常時一般交通の用に供されている一般交通用施設

であって、旅客施設の外部にあるものをいう。以下同じ。）と車両等の乗降口との間の経路であって、

高齢者、障害者等の円滑な通行に適するもの（以下「移動等円滑化された経路」という。）を、乗降場

ごとに一以上設けなければならない。 

２ 移動等円滑化された経路において床面に高低差がある場合は、傾斜路又はエレベーターを設けなけ

ればならない。ただし、構造上の理由により傾斜路又はエレベーターを設置することが困難である場

合はエスカレーター（構造上の理由によりエスカレーターを設置することが困難である場合は、エス

カレーター以外の昇降機であって車椅子使用者の円滑な利用に適した構造のもの）をもってこれに代

えることができる。 

３ 旅客施設に隣接しており、かつ、旅客施設と一体的に利用される他の施設の傾斜路（第六項の基準

に適合するものに限る。）又はエレベーター（第七項の基準に適合するものに限る。）を利用すること

により高齢者、障害者等が旅客施設の営業時間内において常時公共用通路と車両等の乗降口との間の

移動を円滑に行うことができる場合は、前項の規定によらないことができる。管理上の理由により昇

降機を設置することが困難である場合も、また同様とする。 

１０ 公共用通路と車両等の乗降口との間の経路であって主たる通行の用に供するものと当該公共用

通路と当該車両等との乗降口との間に係る移動等円滑化された経路が異なる場合は、これらの経路の

長さの差は、できる限り小さくしなければならない。 

１１ 乗降場間の旅客の乗継ぎの用に供する経路（次項において「乗継ぎ経路」という。）のうち、第二

項から第九項までの基準に適合するものを、乗降場ごとに一以上設けなければならない。 

１２ 主たる乗継ぎ経路と前項の基準に適合する乗継ぎ経路が異なる場合は、これらの経路の長さの差

は、できる限り小さくしなければならない。 

第１８条の２ 線路、水路等を挟んだ各側に公共用通路に直接通ずる出入口がある鉄道駅には、第四条

第一項の規定にかかわらず、当該各側の出入口に通ずる移動等円滑化された経路をそれぞれ一以上設

けなければならない。ただし、鉄道駅の規模、出入口の設置状況その他の状況及び当該鉄道駅の利用

の状況を勘案して、高齢者、障害者等の利便を著しく阻害しないと地方運輸局長が認める場合は、こ

の限りでない。 
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